
11
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
の

２
日
間
、
な
ん
で
も
館
を
会

場
と
し
て
「
２
０
１
９
昇
龍

ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
、
12
回
目
を
迎
え

る
「
昇
龍
ま
つ
り
」
は
、
村

民
と
農
林
商
工
業
者
な
ど
の

各
種
団
体
が
一
体
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
ふ
る
さ

と
の
良
さ
を
再
発
見
し
て
、

村
民
同
士
の
ふ
れ
あ
い
の
場

づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
、
隔

年
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

村
表
彰
や
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ

ー
ト
を
は
じ
め
、
地
元
の
各

種
団
体
に
よ
る
農
林
産
物
の

販
売
や
体
験
、
健
康
コ
ー
ナ

ー
、
作
品
展
示
、
公
民
館
ク

ラ
ブ
発
表
、
柔
道
家
古
賀
稔

彦
氏
特
別
講
演
会
、
鶴
岡
雅

義
と
東
京
ロ
マ
ン
チ
カ
、
飯

田
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
長
姫
高
等
学
校

に
よ
る
高
校
戦
隊
テ
ッ
ク
レ

ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
、
投
げ
餅

が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
に
大

勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
な
お
、
開
催
期
間
中
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
村
民
や
関

係
者
、
投
げ
餅
の
景
品
を
ご

提
供
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん

に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

鶴岡雅義と
東京ロマンチカ

柔道家
古賀稔彦氏による講演

勇壮な太鼓

実行委員長
あいさつ

特賞おめでとうございます農業委員会いもの振る舞い テックレンジャーと握手会

マリンバ演奏

園児たちの元気な発表

小・中学生で大合唱
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天 龍 村 役 場
総 務 課
斎 藤 印 刷 所

発行
編集
印刷

－12月１日現在－
人口 1,248 人

男 591 人 女 657 人
世帯数 693 世帯



広報　天　　龍（２）2019年12月24日

　
第
２
回
臨
時
会
は
、
10
月
21

日
㈪
に
開
会
し
、
左
記
の
議
案

に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
が
平
成
31
年
４
月
17
日

に
公
布
さ
れ
、国
が
定
め
る「
印

鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要
領
」

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
改
正
内
容
に
併
せ
て
村

の
条
例
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

〇
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
成
年
被
後
見
人
な

ど
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置

の
適
正
化
な
ど
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

成
年
被
後
見
人
制
度
の
利
用
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

予

　
　
　算

措
置
と
し
て
成
年
被
後
見
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
成
年
被
後

見
人
な
ど
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
不
当
に
差
別
が
さ
れ
な
い
よ

う
、
成
年
被
後
見
人
に
係
る
欠

格
条
項
そ
の
他
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
な
ど
を

図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
所
要
の
改
正
を

行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
関

係
す
る
条
例
の
規
定
を
一
括
し

て
整
理
す
る
た
め
の
条
例
を
制

定
し
た
も
の
で
す
。

〇「
令
和
元
年
度
辺
地
対
策
事

業
　
お
き
よ
め
の
湯
増
改
築

整
備
工
事
」
の
請
負
契
約
に

つ
い
て

◇
契
約
額

　
１
億
３
５
９
６
万
円

◇
契
約
の
相
手
方

　
吉
川
建
設
株
式
会
社

　
内
容
は
、
契
約
額
が
５
千
万

円
以
上
の
工
事
で
あ
り
、
村
条

例
の
規
定
に
よ
る
議
会
の
承
認

を
得
た
も
の
で
す
。

○
令
和
元
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

議
会
だ
よ
り

臨
時
議
会

臨
時
議
会

第
❷
回

令和元年度　補　正　予　算

計

25億5,086万円

補正額

524万円

補正前の額

25億4,562万円

会    計    名

一　　　　　般（第３号）

可
決
さ
れ
た
案
件

広
報
天
龍
第
１
９
３
号（
10
月
発
行
）

で
公
表
後
、11
月
30
日
現
在
で
寄
附
を

し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
は
次
の
通

り
で
す
。

●
米
田
昇
平
様
●
曽
根
靖
貴
様

●
宇
土
晃
央
様
●
川
合
正
晃
様

●
佐
藤
由
希
子
様
●
白
水
美
知
穂
様

●
中
本
博
幸
様
●
堀
川
武
晴
様

●
田
端
隆
　
様
●
蛯
名
三
世
嗣
様

●
石
渡
千
秋
様
●
清
水
俊
行
様

●
富
田
慎
治
様
●
村
田
涼
　
様

●
中
尾
絵
里
様
●
小
杉
真
哉
様

●
松
下
智
　
様
●
今
西
和
衛
様

●
鬼
澤
貴
文
様
●
奥
富
大
河
様

●
大
脇
和
彦
様
●
大
崎
哲
人
様

●
小
野
英
伸
様
●
道
川
新
　
様

●
梅
林
智
子
様
●
平
川
俊
輔
様

●
新
井
愛
美
様
●
吉
田
智
哉
様

●
石
田
浩
規
様
●
小
林
嘉
明
様

●
増
田
賢
嗣
様
●
飯
村
仁
　
様

●
櫻
井
悌
二
様
●
栃
谷
孟
亜
様

●
松
浦
敬
史
様

●
佐
々
木
智
栄
美
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を
公
表
で

き
な
い
方
が
い
ま
す
。
今
回
は
３
２
９

名
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ

ふ
る
さ
と
寄
附
金

イ
ス
」か
ら
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。

決
済
方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
み

の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
可
能

で
す
。
な
お
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、役

場
窓
口
で
も
承
っ
て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax.jp/

令和元年台風19号災害義援金の受付について
長野県北信地方では、台風19号により甚大な被害が発生しました。被災者への支援とし
まして災害義援金の受付を行っています。
義援金は、既に受付を開始しており令和元年11月30日現在103,626円の義援金が集まりま
した。
義援金の受付は、令和2年3月31日まで下記により行っていますので、ご支援をお願いし
ます。

※義援金は､日本赤十字社長野県支部を通して､全額長野県内の被災者へお届けします｡

お問い合わせ　住民課：☎３２－１０２１

場所：役場１階及び南支所



天龍村租税教育推進協議会

税に関するポスター・
　　　　作文の受賞者

令和元年度

○ポスター

賞　　　　名
学校名 学年 氏　　　名

作品名

天龍村租税教育推進協議会長賞
天龍小 ６年 熊

くま

谷
がい

彩
あや

香
か

一人一人の税金がみんなの税金になる

飯田税務署長賞
天龍小 ６年 山

やま

﨑
ざき

ここね

税金で未来を支える

天龍村租税教育

推進協議会特別賞

天龍小 ６年 宮
みや

下
した

昇
しょ

己
うき

税金は色んな所で使われる

天龍小 ６年 遠
とお

山
やま

　　楓
かえで

くらしを守る税金

天龍小 ６年 中
なか

島
じま

陽
はる

翔
と

税金は幸せに変わる

天龍小 ６年 成
なる

瀬
せ

陽
あき

人
と

税金で環境をより良く

○作　文

賞　　　　名
学校名 学年 氏　　　名

作品名

天龍村租税教育推進協議会長賞
天龍中 ２年 大

おお

澤
さわ

希
き

美
み

税について

飯田税務署長賞
天龍中 ３年 兼

かね

宗
むね

希
のぞみ

税について考えたこと

南信県税事務所長賞
天龍中 ２年 橘

たちばな

慶
けい

司
じ

郞
ろう

税金の大切さ

飯田地区納税貯蓄組合

連合会特別賞

向方中 １年 後
ご

藤
とう

成
せい

八
や

税金はだれが納めているのか

平岡郵便局長賞
天龍中 １年 板

いた

倉
くら

寧
ね

々
ね

税の大切さ

天龍村議会議長賞
天龍中 １年 熊

くま

谷
がい

美
み

桜
お

税とは

天龍村教育長賞
天龍中 ２年 橘

たちばな

礼
あや

人
と

税の大切さ

天龍村商工会長賞
天龍中 ３年 中

なか

島
じま

茉
ま

緒
お

税を学んでみて

天龍村青色申告会長賞
天龍中 ２年 金

かな

澤
ざわ

実
み

生
お

税について

㈳飯田法人会天龍支部長賞
天龍中 １年 熊

くま

谷
がい

彩
いろ

葉
は

この先はどうなる？

関東信越税理士会飯田支部長賞
天龍中 ２年 橋

はし

本
もと

梨
りん

花
か

租税教室について

飯田信用金庫天龍支店長賞
天龍中 ２年 熊

くま

谷
がい

翔
しょ

太
うた

税について

みなみ信州農業協同組合

南信濃支所長賞

向方中 ３年 廣
ひろ

田
た

颯
はや

士
と

租税教室を受けて

天龍村租税教育推進協議会特別賞

向方中 １年 滝
たき

川
かわ

大
たい

智
ち

税について

向方中 ３年 後
うし

田
ろだ

蘭
らん

丸
まる

税について

（３）広報　天　　龍 2019年12月24日

天龍村租税教育推進協議会では、租税教育の一環として次の世代を担う子
供達に税について関心を持ってもらい税の大切さを知ってもらうため、毎年、
小中学生を対象として｢税に関するポスター・作文｣の募集を行っています。
本年度は、21名のみなさんよりポスター・作文の応募いただき、11月11日㈪

に天龍村役場にて表彰式が行われました。
各賞を受賞されたみなさんおめでとうございます。

令
和
元
年
度
村
表
彰
及
び
国

民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰
の

授
与
式
が
11
月
16
日
㈯
の
昇
龍

ま
つ
り
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の
み

な
さ
ん
で
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

▽
野
竹

　三
大
さ
ん（
東
原
Ａ
）

長
年
に
わ
た
り
、固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
と
し
て
公
正
な

課
税
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

▽
黒
川

　兼
虎
さ
ん（
東
京
都
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
滝
沢

　英
夫
さ
ん（
埼
玉
県
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
藤
田

　毅
さ
ん（
東
京
都
）

村
に
多
額
の
金
員
を
寄
附
い

た
だ
き
ま
し
た
。

▽
村
澤

　仁
さ
ん（
鶯
巣
区
）

村
に
貴
重
な
絵
画
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
村
表
彰
】

▽
滝
澤

　金
龜
さ
ん（
西
原
区
）

感

　
　謝

　
　状

国
保
健
康
家
庭
表
彰

▽
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

▽
小
林

　生
さ
ん（
下
山
区
）

▽
吉
澤

　幸
男
さ
ん

（
鶯
巣
宇
連
区
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、３
年
以
上
に
わ
た
り

保
険
証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世

帯
で
、国
民
健
康
保
険
税
を
完

納
し
た
世
帯
の
み
な
さ
ん
で
す
。

【
国
保
連
合
会
表
彰
】

▽
安
達
ト
シ
子
さ
ん（
本
町
区
）

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
あ
り
、５
年
に
わ
た
り
保
険

証
を
使
用
し
な
か
っ
た
世
帯
で
、

国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
た

世
帯
と
し
て
、村
の
表
彰
と
同

時
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◀
受
賞
者
と
の
記
念
撮
影

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰

村
表
彰
・
国
民
健
康
保
険
健
康
家
庭
表
彰



広報　天　　龍（４）

　任期満了による民生委員・児童委員の一斉改選が行われ、12月１日より新たな委員でスタートすること
になりました。民生委員・児童委員は、民生委員法により定められた民生委員推薦会によりその選考が行
われ、長野県知事に推薦されたもので、知事は県の地方社会福祉審議会の意見を聴いたうえで厚生労働大
臣に推薦し、このたび同大臣から委嘱される運びとなりました。任期は３年間で、長期にわたり大変お世
話になりますがよろしくお願いします。

　民生委員は民生委員法により市町村への設置が定められ、児童委員は児童福祉法によって民生
委員が児童委員を兼ねることとなっています。民生委員・児童委員は厚生労働大臣に委託された
ボランティアとして、地域に根差した福祉活動を展開するもので、担当区域の住民の実態や福祉
需要の日常的な把握と、地域住民がかかえる問題について、相手の立場に立って相談にのります。
また、住民の福祉需要に応じてサービスが得られるよう関係行政機関、施設・団体などに連絡し、
必要な対応を促すパイプ役となっていただくのが主な活動になります。
　民生委員・児童委員は、個人的な利益につながる支援、例えば経済的支援や労力の提供などと
いったサービスは行いません。また、過剰な個人づきあいを強いられるものでもありませんので、
ご理解をお願いします。

　坂本芳子さん（向方）、大平宮正さん（松島）、伊藤文博さん（大河内）、大平健さん（北）、板倉
節子さん（南上）、宮下正人さん（南中）
　長年にわたり、地域福祉の向上にご尽力いただきましたことに、心から感謝申し上げます。

民生委員・児童委員の活動について

退任委員

（敬称略）

出身地区

清　水

西　原

東原Ｂ

長野町

南　上

鶯　巣

中井侍

福　島

坂　部

向　方

西　原

氏　　名

遠山　巳好

宮澤ナヲ子

小木曽靖子

村松　三子

板倉　昭德

金田　　隆

宮澤　紀子

平松　喜子

平松　和子

橋爪　　誠

福士　直子

新･再任別

新　任

再　任

新　任

再　任

新　任

再　任

再　任

再　任

新　任

新　任

再　任

担　　当　　地　　区

折立　　清水　　北　　本町

為栗　　西原　　東原A

東原B　　中央　　余野

長野町　長野　松島　長沼　長島宇連

岡本　　南上　　南中

栄町　南下　鶯巣　十久保　下山

中井侍　　上平　　鶯巣宇連

福島　　大久那　　合戸　　見遠

中組　　戸口　　倉の平　　坂部

梨畑　　大河内　　向方　　峠山

天龍村全域【主任児童委員】

任期：令和元年12月１日～令和４年11月30日

『民生委員・児童委員名簿』（令和元年度改選後）

民生委員・児童委員の一斉改選が行われました

2019年12月24日
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令
和
最
初
の
冬

　水
道
管
に
も

　
　
　冬
支
度
を

　
令
和
最
初
の
冬
も
寒
さ
が
厳

し
く
な
り
そ
う
で
す
。
気
温
が

下
が
る
と
心
配
な
の
が
水
道
管

の
凍
結
で
す
。
朝
、
温
か
い
お

茶
を
飲
み
た
く
て
も
水
が
出
な

い
の
は
悲
し
い
で
す
よ
ね
。
そ

ん
な
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
環
境
水
道
係
よ
り
凍
結
防

止
に
有
効
な
手
段
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

●
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
器
ボ
ッ

ク
ス
内
の
保
護

…
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー

器
ボ
ッ
ク
ス
内
や
、
屋
外
に

出
て
い
る
水
道
管
は
、
保
温

材
を
敷
く
、
巻
く
な
ど
が
有

効
で
す
。

●
不
凍
栓
の
活
用

…
不
凍
栓
が
あ
る
ご
家
庭
は
、

是
非
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
寝
る
前
に
不
凍
栓
バ
ル
ブ

を
閉
め
、
蛇
口
を
開
け
、
水

抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
も
も
し
凍
結
、
漏
水

が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
メ
ー

タ
ー
器
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ

を
右
に
回
し
て
閉
め
て
か
ら
、

水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課
　
環
境
水
道
係

☎
３２‐

１
０
２
２

　
天
龍
村
で
は
現
在
、
村
内
の

水
洗
化
率
向
上
に
む
け
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
対
象
区
域
外
で
汲
み
取
り

式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト
イ
レ
に

変
え
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ

こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、
浄
化

槽
の
設
置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

設
置
補
助
額
（
限
度
額
）
は
人

槽
別
に
左
記
の
と
お
り
で
す
。

建
設
課
　
環
境
水
道
係

☎
３２‐

１
０
２
２

８
〜
10
人
槽

６
〜
７
人
槽

５
人
槽
　
　

54
万
８
千
円

41
万
４
千
円

33
万
２
千
円

合
併
処
理

　
浄
化
槽
設
置
に

補
助
金
が
出
ま
す

お問い合わせ　●建設課環境水道係　☎32-1022

　消費税改正により、消費税率が令和元年10月１日より10％（消費税7.8％、
地方消費税2.2％）に引き上げられました。
　消費税率引き上げに伴い上下水道料金の見直しを６月の上下水道審議会で審議
し答申され、９月の定例村議会で可決されました。
　本村の上下水道料金は基本料金、メーター器使用料は据え置きとし、超過料金
のみ消費増税分相当額を令和２年４月（５月検針分）から値上げします。
　料金は下表のとおり改定します。
　ご使用者みなさんのご理解とご協力をお願いします。

上下水道料金が改定されます上下上下水下水道水道料道料金料金がが改定さ金が改が改改定さされます定されれますます上下水道料金が改定されます
令和２年４月から
（５月検針分）

★水道料金（２か月分）

★下水道料金（２か月分）　※下水道処理地区のみ

使用水量㎥
21㎥～ 40㎥
41㎥～ 60㎥
61㎥～　　

超過料金１㎥につき
160円
170円
180円

使用水量㎥
21㎥～ 40㎥
41㎥～ 60㎥
61㎥～　　

超過料金１㎥につき
163円
173円
183円

♢超過料金（税込）
現行 改定後

（例）一般家庭（13ｍｍ）で２か月で40㎥使用した場合
【水道料金】

料金
4,200円
200円
3,200円
7,600円

項　目
基本料金
メーター器使用料
超過料金
合　計

備考
20㎥まで

２か月×100円
20㎥×160円

現
　
行

料金
4,200円
200円
3,260円
7,660円

項　目
基本料金
メーター器使用料
超過料金
合　計

備考
20㎥まで

２か月×100円
20㎥×163円

改
定
後

【下水道料金】（下水道処理地区のみ）

料金
4,200円
3,200円
7,400円

項　目
基本料金
超過料金
合　計

備考
20㎥まで
20㎥×160円

現
　
行

料金
4,200円
3,260円
7,460円

項　目
基本料金
超過料金
合　計

備考
20㎥まで
20㎥×163円

改
定
後

使用水量㎥
21㎥～ 40㎥
41㎥～ 60㎥
61㎥～　　

超過料金１㎥につき
160円
170円
180円

使用水量㎥
21㎥～ 40㎥
41㎥～ 60㎥
61㎥～　　

超過料金１㎥につき
163円
173円
183円

♢超過料金（税込）
現行 改定後
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第
１
回
を
９
月
、
第
２
回
を

10
月
に
開
催
し
ま
し
た
の
で
内

容
・
経
過
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
の
両
検
討
委
員
会

で
は
、
正
副
委
員
長
の
選
任
お

よ
び
村
長
か
ら
両
委
員
長
へ
諮

問
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
内

容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
委
員
長
　
　
熊
谷
美
沙
子
氏

　
副
委
員
長
　
平
松
和
子
氏

　
諮
問
趣
旨
は
、
村
の
存
続
、

適
正
な
学
校
の
あ
り
方
を
研
究

し
、
小
中
学
校
の
望
ま
し
い
将

来
像
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

（
令
和
２
年
３
月
を
目
途
）

　
委
員
長
　
　
遠
山
善
治
氏

　
副
委
員
長
　
今
村
久
雄
氏

　
諮
問
趣
旨
は
、
小
学
校
近
く

に
早
急
に
安
心
、
安
全
な
複
合

利
用
型
体
育
施
設
を
建
設
す
る

に
あ
た
り
、
建
設
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
（
施
設
規
模
・
内

容
含
む
）
の
素
案
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。（
令
和
２
年
３
月

を
目
途
　
※
延
長
可
）

　
ま
た
、
事
務
局
か
ら
小
学
校

体
育
館
と
村
民
体
育
館
の
あ
り

方
検
討
委
員
会
の
報
告
内
容
、

教
育
を
考
え
る
会
の
経
過
お
よ

び
ま
と
め
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
、
第
２
回
目
以
降
か
ら
具

体
的
な
検
討
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

（
事
務
局
　
影
原
重
喜
）

◆
　
　
◇
　
　
◆

　
会
議
で
は
、「
小
中
学
校
を

天
龍
村
に
残
す
と
し
た
ら
」
と

い
う
協
議
内
容
で
進
行
し
ま
し

た
。

　
ま
ず
、
村
外
に
子
ど
も
を
通

学
さ
せ
る
選
択
肢
の
有
無
を
各

委
員
に
諮
っ
た
結
果
、
小
中
学

校
が
村
内
に
あ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
事
務
局
か
ら
児
童

生
徒
数
及
び
教
職
員
数
の
推
移

に
つ
い
て
の
説
明
、
教
育
委
員

検
討
委
員
会
に
つ
い
て

会
が
「
小
中
学
校
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
ど
の
よ

う
な
見
解
で
い
る
の
か
次
の
委

員
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
建
物
と
敷
地
を
利

用
し
て
、
小
中
併
設
で
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

・
令
和
５
年
に
生
徒
数
が
極
端

に
減
少
し
、
学
校
自
治
の
運

営
困
難
と
先
生
の
確
保
が
難

し
い
こ
と

・
中
学
校
の
敷
地
が
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
安
全
性
確
保
が
で

き
て
い
な
い
領
域
で
あ
る
こ

と
の
２
点
か
ら
、
小
中
併
設
で
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
報
告
に
対
し
、
義
務
教
育
学

校
を
選
択
し
た
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
が
、
形
態
を
選

択
す
る
前
に
ま
ず
、
小
中
学
校

を
一
つ
に
す
る
か
、
従
来
通
り

と
す
る
か
の
確
認
が
あ
り
、
頻

発
す
る
災
害
か
ら
安
全
を
望
む

声
や
、
敷
地
が
１
つ
に
な
る
こ

と
で
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
影

響
が
な
い
か
の
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

小
中
の
校
長
先
生
か
ら
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
現
在

の
小
学
校
の
敷
地
内
に
小
学
校

と
中
学
校
を
併
設
す
る
こ
と
と

し
、
形
態
に
つ
い
て
は
情
報
収

第
１
回
小
中
学
校
の
あ
り
方

第
２
回
小
中
学
校
あ
り
方

第
２
回
総
合
体
育
施
設
建
設

第
１
回
総
合
体
育
施
設
建
設

集
の
上
、
12
月
〜
１
月
を
目
途

に
協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

（
副
委
員
長
　
平
松
和
子
）

◆
　
　
◇
　
　
◆

　
協
議
に
先
立
ち
、
新
た
な
体

育
館
の
性
格
は
次
の
３
点
と
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

・
学
校
教
育
の
施
設
。
引
き
続

き
小
学
生
（
あ
る
い
は
中
学

生
）
が
使
う
学
校
施
設

・
村
民
の
健
康
、
体
力
増
進
の

施
設
。
村
民
誰
も
が
使
う
こ

と
の
で
き
る
施
設
で
現
村
民

体
育
館
に
代
わ
る
施
設

・
自
然
災
害
に
備
え
た
村
民
の

避
難
所
と
し
て
の
施
設

　
続
い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

兼
ね
備
え
た
体
育
館
を
ど
こ
に

建
設
す
る
か
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
建
設
地
の
候
補
の
１
つ
と
し

て
、
小
学
校
周
辺
の
土
地
を
模

索
し
ま
し
た
が
、
体
育
館
を
建

設
す
る
だ
け
の
ま
と
ま
っ
た
広

さ
の
土
地
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
現
時
点
で
は
小
学
校

の
敷
地
内
に
建
設
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
た
だ
、
付
帯
と
し

て
今
後
の
地
盤
調
査
に
よ
っ
て

は
、
建
設
地
の
変
更
も
あ
り
え

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

天
龍
村

小
中
学
校
の
あ
り
方

総
合
体
育
施
設
建
設

　
ま
た
、
委
員
よ
り
前
段
と
な

る
「
小
学
校
体
育
館
と
村
民
体

育
館
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
可
能
な

限
り
速
や
か
に
体
育
館
の
建
設

が
で
き
る
よ
う
に
と
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
回
目
以
降
の
検
討
委
員
会

で
、
小
学
校
の
敷
地
内
の
ど
の

場
所
に
、
ど
の
よ
う
な
規
模
と

内
容
を
有
す
る
体
育
館
に
し
た

ら
よ
い
か
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
村
民
の

愛
着
と
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
小

学
校
の
体
育
館
を
解
体
し
新
し

く
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
村
民

の
ニ
ー
ズ
や
利
用
者
の
視
点
、

学
識
経
験
者
の
知
見
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
ふ
ま
え
て
検

討
を
行
い
ま
す
。
地
域
に
誇
れ

る
、
村
民
に
親
し
ま
れ
る
総
合

体
育
館
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の

方
向
性
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
遠
山
善
治
）

2019年12月24日
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結　　果

7.7（21.4℃）

0.5㎎/ℓ

<4㎎/ℓ

0.66㎎/ℓ

<0.015㎎/ℓ

<0.5mg/ℓ

7,000MPN/100㎖

<0.02㎎/ℓ

基準値

6.5以上8.5以下

1㎎/ℓ以下

25㎎/ℓ以下

0.1㎎/ℓ以下

0.005㎎/ℓ以下

－

3,000MPN/100㎖

0.2㎎/ℓ以下

村
で
は
河
川
の
水
質
を

把
握
す
る
た
め
、
水
質
検

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
質
検
査
結
果
に
つ
い

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

窒
素
含
有
量
、
り
ん
含

有
量
が
基
準
値
を
超
え
て

ま
す
。
田
畑
の
肥
料
も
し

く
は
家
庭
用
洗
剤
の
流
入

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
菌
群
数
も
基
準
値
を

超
え
て
い
ま
す
が
、
土
壌

に
含
ま
れ
て
い
る
自
然
由

来
の
も
の
も
あ
り
、
天
候
、

気
温
に
よ
っ
て
数
値
に
変

動
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な

天
竜
川
を
残
せ
る
よ
う
、

村
で
は
下
水
道
へ
の
加
入
、

浄
化
槽
の
設
置
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
水
洗
化
に

よ
り
快
適
な
生
活
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

加
入
、
設
置
を
検
討
さ

れ
て
い
る
方
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
役
場

建
設
課
　
環
境
水
道
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。☎
32
‐
1
0
2
2

村
管
理
河
川
の
水
質
検
査
を
実
施

検査項目

水 素 イ オ ン 濃 度（pH）

生物化学的酸素要求量（BOD）

浮 遊 物 質 量（SS）

窒 素 含 有 量

り ん 含 有 量

n- ヘキサン抽出物含有量

大 腸 菌 群 数

陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤

検査項目

◯基準値以内の値です。

◯ヤマメ、イワナが生息できる値です。
◯基準値以内の値です。

△田畑の肥料の流入の可能性があります。

△田畑の肥料もしくは家庭用洗剤が含まれています。

◯油成分はありません。

△自然由来のものもしくは尿の可能性があります。

◯基準値以内の値です。

採水場所：樫淵横　採水日時：令和元年9月18日　9時00分　晴れ◎恵平沢の水質検査結果

前回10月号の広報ではこれまでの経過、意見及び増改築整備
の概要を掲載しましたが、今回は第２弾として現状を報告します。
10月11日に入札による施工業者の決定、同月21日に契約に関

する議会承認を得て、本格的に工事がスタートしました。
現在までに、施工箇所へ安全のためのバリケードを設置し、「温泉休憩室」の新設、「フロント」
の正面玄関付近への移設、「宴会場」の新設とあわせ「厨房周り」の改修とそれぞれ関係する箇所に
おいて一部壁の取り壊しを行い、基礎工事（掘削など）にも着手しています。現在のところ工事も
工程どおり順調に進んでいます。お客様におかれましては、営業を行いながらの施工のため、騒音
の発生や駐車場が狭くなるなど、ご迷惑・ご不便をおかけしますが、何卒ご理解をいただき、完成
後のおきよめの湯にご期待ください。

温泉休憩室の工事の様子 厨房・宴会場周りの工事の様子

※この工程表は、令和元年11月27日現在のものです。◎おきよめの湯増改築整備工事 工程表



広報　天　　龍（８）

村では、対象者の方に直接通知し、プレ
ミアム付商品券の販売をしております。申
請対象者の方は、申請期間が令和２年１月
10日㈮までとなっておりますので、お早
めに申請ください。

天龍村プレミアム付商品券
担当地域振興課商工観光係☎32-1023

〇申請締切日：令和２年１月10日㈮
〇商品券使用期間：
　　　　　令和２年２月29日㈯まで
〇対象者：３歳未満子育て世帯の方、非
　　　　　課税の方（ただし、生計を同一に
　　　　 する扶養親族などは除きます。）

令和元年度
日赤社資の収納報告天龍村　　　　お得!プレミアム付商品券

購入･利用で25％も

※対象の方には、すでに役場から通知しています。

日赤奉仕団社資の納入につきまして絶大なる
ご協力をいただきありがとうございました。み
なさんのご協力により、村目標額「208,000円」
を大きく上回る「350,500円」という結果
となり、長野県支部に送金しました。
社資は災害救護活動、救急法などの講習会、
地域での奉仕団活動の資金として活用されます。
災害が全国で相次ぐなか、活動資金へのご理
解とご協力のほど
今後ともよろしく
お願いします。

2019年12月24日

飯田税務署から確定申告のお知らせ
◇国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくと自宅などでパソコン・スマー
トフォンから確定申告書が作成できますので、e-Taxで送信・書面で印刷して送付のいずれかでご提
出ください。

◇「ID・パスワード方式の届出完了通知」をお持ちの方は、ご自宅などで「確定申告書等作成コーナー」
で確定申告書を作成する際、IDとパスワードを入力すればe-Taxで申告することができますので、是
非ご利用ください。

※ID・パスワード方式は暫定的な対応です。お早めにマイナンバーカードの取得をお願いします。

◇「確定申告書等作成コーナー」の操作や確定申告に関するご質問・ご相談は、まずは、国税庁ホーム
ページで検索・電話にてお問い合わせください。

◇所得税・個人消費税・贈与税の確定申告会場を次のとおり開設いたします。なお、確定申告会場の開
設期間前は、相談スペースが限られており、長時間お待ちいただく場合があります。
会　　場　飯田高羽合同庁舎４階（飯田市高羽町６丁目１番５）
期　　間　令和２年２月17日㈪から３月16日㈪まで。土、日及び祝日を除きます。
※１月中は、確定申告専用の窓口を設けておりませんので、長時間お待ちいただく場合があります。

時　　間　相談受付：午前８時30分から午後４時まで（提出は午後５時まで）
　　　　　相談開始：午前９時から
※申告書の作成には時間を要しますので、お早めにお越しください。なお、相談内容が複雑な場合は、午後３時頃ま
でにお越しください。
※確定申告会場は大変混雑するため、長時間お待ちいただく場合や受付を早めに締め切る場合があります。

《 e-Tax・作成コーナーの操作などに関するお問合せ》
「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（☎0570-01-5901）
【受　付】月曜～金曜（祝日など及び12月29日～ 1月3日を除きます）

《 確定申告などに関するお問合せ 》
国税庁ホームページ「タックスアンサー」・「税の情報・手続・用紙」をご覧ください。　



（９）広報　天　　龍 2019年12月24日

天龍村定住促進事業による通勤助成金の申請を開始します。
今年度より新たな条例が施行され、年齢要件が撤廃されたほか、助成内容が変更となりました。
下記に該当する方は通勤助成金の支給対象となりますので、役場へ申請書を提出してください。

該　当　要　件
①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意思がある方
② 16歳以上で村外に勤務されている方（年齢の上限はありません）
③通勤日数が月15日以上の方（月15日未満は支給対象外です）

※①～③のすべてを満たすことが条件です。

助　成　内　容
・2019年１月～12月までの間の勤務実績に応じて、通勤距離１kmあたり10円（月最大10,000円）の助成を
行います。消防団員の方は助成総額に10％を加算した額を支給します。
・助成の内容については、総額の２/３は現金で支給し、１/３は翌年度村内のガソリンスタンド（以下
SS）で使えるクーポン券を支給します。クーポン券端数分は切り捨て、現金で支給します。

提　出　書　類
①住民票の写し
②申請書（役場、南支所、村のホームページからダウンロード）

（　行政情報　→　くらしと手続き　→　申請書　→　申請書ダウンロード　）
※会社などへの就業証明は、就業先に申請書内にある該当箇所への記入押印を依頼してください。

受付期間・受付場所
役場（地域振興課）または南支所へ令和２年（2020年）１月６日㈪～ 31日㈮までに提出ください。

▼　　　▼　　　▼　　　▼　　　▼
　ご不明な点がございましたら、役場地域振興課移住定住推進係へお問い合わせください。　☎32－1023

通勤助成金の受付を開始します

　
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

事
業
は
、
市
町
村
や
公
共
的
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体

が
実
施
す
る
「
地
域
の
元
気
を

生
み
出
す
、
モ
デ
ル
的
で
発
展

性
の
あ
る
事
業
」
に
対
し
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　
令
和
２
年
１
月
６
日
〜
27
日

※
県
へ
の
提
出
期
限
と
異
な
り

ま
す
。

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進
係

・
天
龍
村
移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
（
平
成
30
・
令
和
元

年
度
）

・
オ
リ
パ
ラ
木
材
提
供
Ｐ
Ｒ
活

動（
講
演
会
）（
令
和
元
年
度
）

・
ラ
ジ
キ
ャ
リ
の
導
入
（
平
成

30
年
度
）

・
て
い
ざ
な
す
育
苗
施
設
の
整

備
、普
及
活
動（
平
成
30
年
度
）

※
本
事
業
を
検
討
さ
れ
る
方
は
、

事
業
概
要
や
条
件
な
ど
を
ご

説
明
し
ま
す
の
で
、
事
前
に

地
域
振
興
課
移
住
定
住
推
進

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
☎
32
-１
０
２
３

募
　
集
　
期
　
間

応
募
書
類
の
提
出
先

参
考
　
直
近
の
採
択
事
業

令
和
２
年
度
　
地
域
発

　
元
気
づ
く
り
支
援
金
の

　
　
事
業
を
募
集
し
ま
す

※村内SSクーポン券で利用できるものの例：給油、灯油配達、タイヤ、オイル交換、洗車
※SS発行の専用カードへの入金など、換金性が高いものには使用できません。

（例）助成額が80,000円の場合

【現金支給分】
80,000円－26,000円（クーポン券）＝　54,000円
●54,000円を年度末に現金振り込みで支給

【クーポン券支給分】
80,000円×１/３＝26,666円→　26,000円
●翌年度村内SSで使えるクーポン券として交付
（1,000円券×26枚）



広報　天　　龍（10）

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、

楽
し
く
認
知
症
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

○
次
回
の
開
催
予
定
日

　
令
和
２
年
1
月
27
日
㈪

※
毎
月
第
四
月
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

　
午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

　
龍
泉
閣（
平
岡
駅
）2
階

　
い
ろ
り
の
間

○
参
加
費
1
0
0
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　
詳
し
く
は
、天
龍
村
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎
32
―

1
0
2
1
）

2019年12月24日

※どなたでも無料で観覧いただけます。

と き

ところ 文化センター なんでも館

令和2年１月19日（日）
　　午後1時50分より

林家 正蔵 天龍寄席実行委員会
☎32－3206

主 催

☆落語家☆出 演

初笑い

新春天龍寄席

●
冬
期
間
に
お
け
る
通
行
と

生
活
の
安
全
確
保
の
た
め
、

積
雪
10
㎝
を
目
安
に
早
朝
か

ら
除
雪
作
業
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
一
部
の
凍
結
危
険
箇
所
へ

塩
カ
ル
・
滑
り
止
め
の
砂
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
い
た
だ
き
、
残
量
不
足
な

ど
お
気
づ
き
の
方
は
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
塩
カ
ル
は
役
場
及
び
南
支

所
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

公
共
の
道
路
で
散
布
の
必
要

が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

建
設
課
☎
32
‐
1
0
2
2

地
域
振
興
課
☎
32
‐
1
0
2
３

除
雪
作
業
・

塩
カ
ル
に
つ
い
て

冬本番！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

認
知
症
予
防

み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

11
月
９
日
㈯
に
第
17
回
天
龍

村
長
杯
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が

ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
＆
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、

20
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋
晴
れ

の
な
か
和
気
あ
い
あ
い
と
ラ
ウ

ン
ド
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
優
勝
者
は
、
南

中
区
の
熊
谷
周
文
さ
ん
で

し
た
。
な
ん
と
！
今
回
で

熊
谷
さ
ん
は
３
連
覇
と
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
既
に
ニ
セ
ン
ジ
パ
タ
ー

＆
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
は

冬
季
休
業
に
入
っ
て
い
ま

す
が
、
来
春
に
は
ま
た

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

お
越
し
く
だ
さ
い
。

第17回パターゴルフ大会開催!

2018年12月25日

①「子どもと高齢者の交通事故防止」
　思いやりを持って、車も人もしっかり安全確認
②「夕暮れ時と夜間の交通事故防止」
　夜間は「原則上向きライト」・反射材の着用
③「飲酒運転の根絶」～飲酒運転 四（し）ない運動～
　飲んだら乗らない・乗るなら飲まない
　乗る人には飲ませない・飲んだ人には運転させ
ない

運
動
の
重
点

「年末の交通安全運動」実施中

☆ハンドルキーパー運動を推進しましょう。
　ハンドルキーパーとは、飲酒店などに行く

場合、お酒を飲まないで仲間を自宅まで送り

届ける人のことです。

　年末を迎え、
何かと慌ただし
くなりがちです
が、運転者・歩
行者とも時間に
余裕を持ち、落
ち着いて安全に
行動することで、

交通事故を防止しましょう。
　飲酒機会の増加や積雪・凍結による道路環境の悪化に伴う重大
事故の発生が懸念されます。交通ルールの遵守と正しい交通マ
ナーの実践を心がけましょう。

令和元年12月1日㈰～
12月31日㈫まで



12
月
14
日
㈯
、
遊
戯
室
で
お

楽
し
み
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
を
楽
し
み
に
一
生
懸

命
練
習
し
た
ク
ラ
ス
の
発
表
、

ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
家
族
や
地

域
の
み
な
さ
ん
に
頑
張
る
姿
を

見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

未
就
園
の
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ

の
お
友
達
も
元
気
に
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が

送
ら
れ
、
み
ん
な
笑
顔
に
包
ま

れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
お
待
ち
か
ね
の
サ
ン

タ
さ
ん
登
場
で
、
一
人
ひ
と
り

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
み
ん

な
大
喜
び
で
し
た
。
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
を
バ
ッ
ク
に
サ
ン
タ

さ
ん
と
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
全
員
が
元
気
で
参
加
で
き
、

一
年
の
よ
い
締
め
く
く
り
の
会

と
な
り
ま
し
た
。

（11）広 報　天　　龍 2019年12月24日

11
月
３
日
㈰
、お
き
よ
め
観

光
協
議
会
主
催
の「
餅
つ
き
大

会
」を
、お
き
よ
め
の
湯
に
て
開

催
し
ま
し
た
。今
年
も
稲
の
収

穫
を
祝
い
、つ
き
た
て
の
餅
を
販

売
し
ま
し
た
。

　
当
日
の
販
売
、振
る
舞
い
に

向
け
早
く
か
ら
の
準
備
な
ど
、

観
光
協
議
会
お
よ
び
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、お

い
し
い
餅
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。当
日
は
、正
面
玄
関
前

で
温
か
い
日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
白
餅
・
栃
餅
・
胡
桃
餅
の
販
売

、ま
た
昔
な
が
ら
の
臼
と
杵
を

使
っ
た
餅
つ
き
を
お
客
様
に
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今

年
は
温
暖
な
気
候
が
続
き
、深

ま
る
秋
を
感
じ
な
が
ら
、と
ま

で
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

お
き
よ
め
っ
ち
も
参
加
し
賑
や

か
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開催

おやす・しめ縄、餅つき大会
　天龍小学校で「おやす・しめ縄、餅つき大会」
が、12月11日㈬に行われました。
　今年も老人クラブのみなさんや、地域方々のご
指導の下、児童たちは苦戦しながらもワラを編ん
だり、「よいしょ！」と威勢のよい声を響かせ、
餅つきを楽しんでいました。つき上がった餅は、
お雑煮ときなこ餅にし、「柔らかくておいしい」、
「おかわりしたい！」などと話しながら、おいし
くいただきました。

みんなで頑張って発表したよ♪サンタさんと記念撮影

　子どもたちにとって日本の伝統行事を学ぶよい機
会になったと思います。
　ご協力いただいたみなさん、ありがとうございました。

お雑煮おいしいね！

よいしょ！

上手にできるかな

楽
し
かった
保
育
所

お
楽
し
み
会
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肝
臓
が
悪
い
と
聞
く
と
お
酒

の
せ
い
？
と
考
え
る
方
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
近
年
、お
酒
は

飲
ま
な
い
が
肝
機
能
の
値
Ａ
Ｓ

Ｔ（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
）・
Ａ
Ｌ
Ｔ（
Ｇ
ｐ

Ｔ
）の
高
い
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
自
覚
症
状
は
な
い
の
で
知

ら
な
い
う
ち
に
脂
肪
肝（
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
疾
患
）

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
放
置
す
る
と
肝
硬
変
・

肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。

〈
　
原
　
因
　
〉

　
飲
酒
に
係
わ
ら
ず
脂
肪
肝
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
な
ぜ
で
し

ょ
う
。

　
肝
臓
は
、代
謝
・
解
毒
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
貯
蔵
・
胆
汁
の
生
成

と
分
泌
と
い
っ
た
、生
き
て
い

く
に
は
欠
か
せ
な
い
多
く
の
仕

事
を
休
み
な
く
こ
な
し
て
い
ま

す
。
　
食
事
で
と
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り

多
く
な
る
と
、処
理
し
き
れ
な

か
っ
た
分
が
中
性
脂
肪
と
し
て

肝
臓
に
溜
ま
り
、脂
肪
肝
と
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

〈
脂
肪
肝
に
な
ら
な
い
・

脂
肪
肝
を
改
善
す
る
生
活
〉

　
働
き
者
の
肝
臓
を
守
る
に
は

ど
ん
な
生
活
が
よ
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　

◎
毎
日
の
食
事
は
、朝
・
昼
・
夜

と
三
度
に
分
け
て
食
べ
ま
し
ょ

う
。極
端
な
食
事
制
限
や
無
理

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
人
も

「
低
栄
養
性
脂
肪
肝
」と
呼
ば
れ

る
脂
肪
肝
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◎「
い
た
だ
き
ま
す
。」の
後
は

ま
ず
野
菜
、次
に
肉
・
魚
・
卵
な

ど
の
た
ん
ぱ
く
質
、そ
し
て
ご

飯
な
ど
の
炭
水
化
物
の
順
に
口

に
運
び
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う
。ま
た
、野
菜
を
多
く

食
べ
る
と
、消
化
・
吸
収
に
時
間

が
か
か
る
た
め
、空
腹
感
が
少

な
く
な
り
間
食
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
糖
分
が
多
い

も
の
は
控
え
、お
茶
や
水
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◎
就
寝
前
に
食
事
を
と
ら
な
い

よ
う
に
、夕
食
後
２
時
間
は
空

け
て
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
末
・
年
始
は
飲
食
の
機
会

が
増
え
、肝
臓
も
よ
く
働
い
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
を
過
ぎ
た

後
は
、野
菜
を
多
め
に
よ
く
噛

ん
で
食
べ
て
い
た
だ
き
、肝
臓

の
元
気
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

『
元
気
な
肝
臓
で

　
　い
る
た
め
に
』

『
元
気
な
肝
臓
で

　
　い
る
た
め
に
』

『
元
気
な
肝
臓
で

　
　い
る
た
め
に
』

　
は
じ
め

ま
し
て
。

11
月
か
ら

地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
な
り
ま
し
た
、
篠

田
大
樹
（
し
の
だ
た
い
き
）

と
申
し
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
農
林
業
公
社

の
野
菜
や
お
茶
、
ゆ
ず
な
ど
の

栽
培
お
よ
び
管
理
、
収
穫
な
ど

を
通
し
て
村
内
の
遊
休
荒
廃
地

の
活
用
や
農
業
振
興
に
努
め
る

こ
と
で
す
。

　
大
き
な
ほ
場
で
大
規
模
経
営

が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
を
相
手

に
、
単
純
な
野
菜
生
産
だ
け
で

は
太
刀
打
ち
で
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
村
の
農
作
物
を
生
か
し

た
加
工
品
の
製
造
・
販
売
ま
で

手
掛
け
る
６
次
産
業
化
に
も
取

り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
中
井
侍
茶
の
維
持
管
理

や
販
路
開
拓
、
商
品
開
発
に
も

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
村
の
P
R
も
含
め
精

一
杯
活
動
に
打
ち
込
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
自
分
は
、村
内
の
人
生
経
験
豊

富
な
諸
先
輩
方
か
ら
見
れ
ば
ま
だ

ま
だ
無
知
な
子
ど
も
で
、ご
指
導

を
仰
ぐ
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

篠田大樹

12
月
10
日
㈫
〜
11
日
㈬
の
２

日
間
、東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で

開
催
さ
れ
た
２
０
１
９
Ｗ
Ｏ
Ｏ

Ｄ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
モ
ク
コ
レ
）

に
、県
林
務
課
、売
木
村
、根
羽

村
、飯
田
市
と
と
も
に
出
展
し

ま
し
た
。

モ
ク
コ
レ
と
は
、日
本
全
国

の
木
材
や
そ
の
製
品
、技
術
が

一
堂
に
会
す
る
展
示
会
で
す
。

当
日
は
41
都
道
府
県
か
ら
出

展
が
あ
り
、長
野
県
か
ら
も
官

公
庁
や
企
業
な
ど
多
く
の
方
が

参
加
し
、自
慢
の
木
材
や
製
品

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

村
の
木
材
そ
の
も
の
は
も
ち

ろ
ん
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
木
材
提
供

や
中
学
生
に
よ
る
ハ
ン
ガ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
村
内
で
徐
々

に
高
ま
る
林
業
熱
を
、全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
新
規
隊
員
紹
介

2019年12月24日

　
こ
の
度
、

地
域
お
こ

し
協
力
隊

と
し
て
着

任
し
ま
し
た
片
山
素
晴
（
か
た

や
ま
も
と
は
る
）
で
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
３
年

間
農
林
業
に
携
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
後
は
定
住
を
考
え

て
い
ま
す
。
応
募
し
た
理
由
は
、

自
然
の
中
で
食
物
を
育
て
る
生

活
に
憧
れ
て
い
た
こ
と
と
、
こ

れ
ま
で
職
場
と
家
を
往
復
す
る

だ
け
の
生
活
だ
っ
た
た
め
、
退

職
後
は
何
も
残
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
不
安
を
感
じ
た
か
ら

で
す
。

　
生
活
を
豊
か
に
す
る
の
は
他

人
と
の
関
わ
り
だ
と
考
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
と
多
く
の
関
わ
り
を

持
て
る
よ
う
、
主
な
活
動
で
あ

る
農
林
業
以
外
に
も
、
こ
れ
ま

で
携
わ
っ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン
関

連
や
力
仕
事
が
あ
れ
ば
手
伝
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
自
ら
食
料
を
得
る

こ
と
が
生
活
手
段
と
な
る
よ
う
、

様
々
な
経
験
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。
山
菜
採
り
・
狩
猟
・
養

殖
な
ど
、
経
験
の
あ
る
方
は
、

声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。
43
歳
未
熟
者
で
す

が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

片山素晴

村有林の木材を
　全国にアピール！
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今年のおもな
できごとです。

【その他】消防団では12月27日㈮～29日㈰の間、年末警戒（夜警）を行います。また、新年1月11日㈯に出初式を行います。
可燃ゴミの収集は、向方、大河内地区は12月30日㈪まで収集を行い、年始は1/6㈪から収集を行います。それ以外の地区は、
12月27日㈮まで収集を行い、年始は１月７日㈫から収集を行います。

ふれあいステーション龍泉閣

【 ２ 階 フ ロ ン ト 】

【１階レストラン・４階ラウンジ】

龍 泉 の 湯

天 龍 温 泉 お き よ め の 湯

天龍温泉おきよめの湯
レ ス ト ラ ン 湯 と り

図 書 館

村 営 バ ス

広域バス平岡線（平岡⇔和田）

乗 合 タ ク シ ー 平 岡 線

（平岡⇔和田）

年 末 年 始 の 可 燃 ご み 回 収

稲葉クリーンセンター受け入れ

12/28㈯ 12/29㈰ 12/30㈪ 12/31㈫ １/１㈬ １/２㈭ １/３㈮ １/４㈯

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 14時閉店 休業 通常営業

○ ○ × × × × ○ ○

通常営業 休業 通常営業

○ ○ △ × × × ○ ○

通常営業 18時受付終了 休業 通常営業

○ △ △ × × ○ ○ ○

通常営業 17時受付終了 休業 通常営業

◯ △ △ × × ○ ○ ○

通常開館 16時営業終了 休業 通常営業

× × × × × × × ×

○ ○ ○ △ × ○ ○ ○

通常運行 午後運休 運休 通常運行

土日運休 ◯ × × × × 土日運休

○ ○ ○ △ × △ △ ○

通常運行 土日ダイヤ 運休 土日ダイヤ 通常運行

通常通り

休業 通常通り

年末年 始 の ご 案 内

〇㈱アイパックス・NPO法人コメリ災害対策センター・興亜化成㈱・HARIO・中部電力㈱と災害協定

を締結

〇野竹三大氏行政相談委員永年表彰授与（H21.4.1 ～ H31.3.31　10年間）

〇板倉恒夫氏行政相談委員就任

〇村ホームページリニューアルオープン

〇直轄地すべり事業の着手式及び祝賀会を開催

〇村議会　議長・副議長の改選と各常任委員会の選任

　議長に大平正長氏、副議長に村松小司郎氏が就任

〇保育料の無償化スタート

〇おきよめの湯に令和元年を祝して桜の木を記念植樹

〇中井侍産の新茶を安倍首相に贈呈

〇2020東京オリパラ選手村建築材として使われる木材の出発式を開催

〇向方地区に天龍村移住定住体験住宅（おためし住宅）OPEN

〇第50回天龍梅花駅伝開催新コース泰阜村経由で盛会に行われる

〇ハンガー PJ　多数のアスリートへ贈呈

　至学館大学レスリング部およびMGC応援ツアーを実施

　ボランティア・スピリット・アワードのブロック賞を受賞

〇おきよめの湯増改築整備工事開始

令和元（2019）年 村のおもなできごと

12／28～１／４ 休館（１／５㈰から通常通り開館します）

収集なし（１／6㈪から通常通り収集します）

休業（１／6㈪から受け入れします）
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10月20日㈰東京都内で市民大学とともに、天龍村移住交流イベントを開催しました。「当たり前のもの
がない暮らしから学ぶ」をテーマに天龍村に興味のある方、かかわりを持つことに興味のある方との交流
のほか、伝統野菜ていざなすを使った試食を提供しました。イベントの前段では本格スパイスとていざな
すを使ったカレー講座や、中井侍茶を使った焙じチャイの提供もありました。１日を通じてのべ58名の方
にご参加いただきました。
　また、秋から冬にかけて、県のつながり人口創出事業「信州つなぐラボ」を向方地区で行っています。「祭
りと暮らし」をテーマに、首都圏在住の10名の方が地域に入り、実際にお祭りに参加したり、地域の魅力
発掘など多様な視点で新しい地域とのかかわり方を模索していきます。
移住は結婚に似ています。突然結婚（移住）することは難しくとも、お付き合いをする（＝地域とかか

わりを持つ）ことに今後も取り組みますので、みなさんのご支援をお願いします。

「信州つなぐラボ」参加者　村内フィールドワークの一コマ

※関係（つながり）人口とは
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々
と多様に関わる人々のことを指します。地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不
足という課題に直面していますが、地域によっては若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り
始めており、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待されてい
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務省関係人口ポータルサイトより）

峠山村有林にて説明を受ける参加者 地区の方とそば打ち体験!!

最後に記念撮影！新たな天龍村ファンのみなさんです村の食材を使った試食。ていざなすのトロトロ感にびっくり！

「天龍村ってどんなところ？」気になる魅力についてディスカッション中

村に来て感じたことをみんなで共有


